国試_小児消化器　糖尿病　喘息　若年性特発性関節炎
・胆道閉鎖症の乳児の便の色はどれか。
· 1.　緑　色
· 2.　黒　色
· 3.　暗赤色
· 4.　黄土色
· 5.　灰白色
・若年性特発性関節炎で入院している子どもの看護で適切なのはどれか。
· 1.　発疹が出現している間は隔離する。
· 2.　Raynaud〈レイノー〉現象の観察をする。
· 3.　強い関節痛があるときは局部を安静に保つ。
· 4.　朝のこわばりのある関節部位に冷湿布を貼用する。
・小児の1型糖尿病の説明で正しいのはどれか。
· 1.　三大症状には体重増加が含まれる。
· 2.　インスリン療法が必須である。
· 3.　空腹時血糖80mg/dL以下で低血糖と判定する。
· 4.　運動を制限する必要がある。
・Aちゃん（2歳）は、初めて気管支喘息の小発作が起こり入院した。母親に家庭での生活状況を確認すると「Aちゃんは犬のぬいぐるみを触らないと眠れないんです」と話した。検査の結果、アレルゲンはハウスダストとダニであった。症状が軽快したため副腎皮質ステロイド吸入薬と抗アレルギー薬とが処方されて退院することになった。

母親への退院指導で最も適切なのはどれか。
· 1.　「室内で遊ぶようにしましょう」
· 2.　「犬のぬいぐるみは捨てましょう」
· 3.　「発作が起きたら救急車を呼びましょう」
· 4.　「喘息の症状がないときもお薬を吸入しましょう」








・生後1か月の男児。Hirschsprung〈ヒルシュスプルング〉病と診断され、生後6日、回腸部にストーマ造設術を行った。術後は良好であり、退院に向けてストーマケアに関する指導を行うことになった。

母親に対する指導として適切なのはどれか。
· 1.　「面板をはがした部位はタオルで拭いてください」
· 2.　「ストーマ装具の交換は授乳直後に行ってください」
· 3.　「ストーマから水様の便が出る時は受診してください」
· 4.　「ストーマ装具の交換は滅菌手袋を装着して行ってください」
· 5.　「ストーマ装具は便を捨てる部分が体の外側に向くように貼ってください」
・
